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【上山市立宮川小学校】高橋 徹 校長 

訪問日 令和４年５月３１日（火） 

◇「安心・安全最優先」「挑戦と改善」「間の創出」 

  「地域善用」 

子供も教師もみんなが「生き生きと学ぶ」学校 

〇学校と地域の特色を生かして、地域との繋がりを大切にし

ながら、ふるさとを愛する子供の育成を図っている。 

〇「安心・安全最優先」の理念の下、子供の心と体の状態把

握やいじめの早期発見・早期対応を全教職員で行いながら

子供の自己管理能力の育成を図っている。 

〇会議の精選等、働き方改革を進めながら、よりよい「仲間・

時間・間合い（関係・環境）」を生み出す「間の創出」を重視

している。 

 今年度も、新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮した中での学校経営計画指導訪問になりましたが、

全ての学校に訪問することができました。また、分科会においては、先生方の授業に対する思いや日常の悩

み等をお聞きしながら、授業改善に向けた具体的な手立てについて話し合うことができました。 

 村山教育事務所指導課では、今年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析し、これまでの要請訪問にお

ける授業の実態を振り返りながら、「今、先生方や学校に求められる力は何か」について話し合いました。 

そこで挙げられたのが、子供一人一人を見取る力と組織力の向上です。 

 「通常の学級における支援を要する児童生徒の増加」や「いじめ・不登校・保護者対応の深刻化」が全国

的に大きな課題となっており、県内小・中学校でも同様の傾向が見られます。 

授業に参加できず退屈そうにしていたり、授業の妨害行為を行ってしまったりする児童生徒の姿の多く

は、“教師へのＳＯＳのサイン”です。 

今年度訪問させていただいた学校では、こうした児童生徒のサインを見逃さず、授業において支援を行う

手立てを講じたり、組織的に対応するための体制づくりを行ったりしていました。 

ぜひ、訪問校の特色ある取組を自校の改善にお役立てください。 

【山形市立蔵王第一中学校】丹羽 英樹 校長 

訪問日 令和４年7月１４日（木） 

◇「共生」「感動」「自立」 

  共生の感動をエネルギーにし、自立する生徒を育成する学校 

〇思考スキルや思考ツールを活用しながら、探究的な学び 

を通して「他とかかわりながら学びを深め、表現する生徒」

の育成を目指した授業研究を行っている。 

〇運動会や合唱コンクール等、生徒による自主運営を拡大さ

せ、自己決定を積み重ねることができる「自律・主体性を育

む自治活動」を重視している。 

〇信頼される学校づくりのために、学校評価を基にした校務

改善を図るとともに職員提案の改善の蓄積により、午前授

業日を設ける等、働き方改革を推進している。 

【寒河江市立陵西中学校】小野 行彦 校長 

訪問日 令和４年９月１日（木） 

◇「知性」「健康」「自主」 

地域に愛され、地域と共にある学校 

〇「生徒誰一人として取り残さない指導」を信念とし、教育

相談委員会を毎週行う等、生徒指導の三機能を生かし

た授業づくりを重視している。 

〇インクルーシブコーディネーターを新たに校務分掌に位

置付け、養護教諭と学級担任とを繋ぐ等、組織として対

応できるようにしている。 

〇ICTを活用した授業づくりを研究の重点に位置付け、対

話的な学びや探究型学習を推進している。また、欠席生

徒に向けて授業を配信し、学びの場を保障している。 

 

 【山形市立大郷小学校】豊田 博之 校長 

訪問日 令和４年９月２１日（水）  

◇「自立」「共生」「誇り」「信頼」 

「子ども主体の学び」を通して自尊感情を育む学校 

〇「子ども主体の学び」を日常化するため、教師主導型の授

業から子供主体の学びへの転換を図っている。 

〇教師が「子どもの思考の高まりを見抜く洞察力を向上させ、

子どもの深い思考を促す支援」ができるように、必要感・有

用感のある学び創造に力を入れている。 

〇地域ボランティアが主体となって「不登校児童や悩みを抱

えた保護者等が気軽に学校に来くることができる居場所（ほ

っとるうむ）」をつくっている。 

 

【尾花沢市立尾花沢中学校】髙橋 和哉 校長 

訪問日 令和４年１０月１８日（火） 

◇「誠実」「学習」「活力」 

笑顔で登校し、夢を語れる学校 

〇挨拶や清掃を自分から実行できる姿が学びにも反映す

るという信念の下、「挨拶」「清掃」「整理整頓」を経営基

盤として生徒や保護者主体の挨拶運動等を行っている。 

〇「かかわりの力」を付けることをねらいとして、「尾中スリン

ブル・プログラム」等、特色ある活動を行っている。 

〇「課題とまとめを板書に見える化する」ことを全教員で共

有し、「出張等で授業者が不在になっても自習はしない」

等、学びを止めないようにするための校内組織における

相互支援体制を整えている。 

【山形市立東小学校】斎藤 隆史 校長 

訪問日 令和４年１１月２１日（月） 

◇「教育は人づくり」 

仲間と関わりながら自らくらしを創る子供を育成する学校 

〇山形市の情報教育推進校の委嘱を受け、ICTの効果的な

活用について研究を推進している。 

〇「安全・安心な学校づくり」の理念の下、悩みや不安を抱え

た児童や保護者とのかかわりを最優先させている。また、児

童の健康に関わる様々な取組が評価され、「山形県健康推

進学校表彰最優秀校」「山形県よい歯の表彰優良校」「栄

養教諭の文部科学大臣表彰」を受けた。 

〇若手教員とベテラン教員が互いに助け合ったり、特別支援

学級担任がチームとして支え合ったりできるような組織づくり

を行っている。 

 
コロナ禍において、昨年度よりも県内感染者数が多

い時期もありましたが、どの学校からも「全ての先生

方の授業を公開するので、助言してほしい。」と御要望

いただく等、各学校の授業改善にかける熱意が伝わっ

てきました。 

今年度は、村山教育事務所指導課において「学校の

先生方を元気する」を合言葉に助言や支援を行いまし

た。なるべく少人数で事後分科会を行い、日常の授業

における悩み相談も受けました。「授業について、久し

ぶりに熱く語り合って楽しかった。」「目から鱗が落ち

る思いでした。」等の言葉から、先生方の「よりよい授

業づくり」にかける思いが伝わってきました。 

次年度も学校のニーズに応える計画指導訪問になる

よう全力で取り組んでまいります。 

【大石田町立大石田北小学校】遠藤 寿紀 校長 

訪問日 令和４年６月２２日（水） 

◇「明るく」「楽しく」「元気よく」 

明るく生活・楽しく学習・元気よく活動できる学校 

〇第６次山形県教育振興計画や大石田町教育方針と学校教

育目標との関連を明確にし、「笑顔」「傾聴」「配慮」「協働」等

の９つのキーワードで結び付け、日常化を図っている。 

〇「地域は学校の応援団、学校は地域の未来の応援団」を理

念に、開かれた学校づくりを目指した「北小寺子屋プロジェク

ト」や同じ中学校区の小学校と連携した「サンサンスタディ」の

取組等を行っている。 

〇自ら意欲的に学ぶ子供の育成を目指し、学校での学習と家

庭での学習を繋ぐ「Ｋちゃんタイム（振り返り）」や英語・理科・

音楽の教科担任制を導入する等の工夫を行っている。 

 

計画指導訪問を終えて 

未来をきりひらく 
「生きる力」を育む学校を創る 

 


